
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

共
に
平
和
を
祈
る
心
と
場
を
継
承

結
成

周
年
記
念
事
業
総
括
式
典
に
思
う

沖縄慰霊平和使節団

令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
案
と
予
算
案
を
承
認

新
宗
連
　

第

期
第
３
回
理
事
会

結成周年記念事業
総　括　式　典

新　宗　連

今
、そ
し
て
未
来
に
つ
な
ぐ
信
仰
の
力
と
光

私にとっての新宗連とは
第回教団人セミナー

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
―

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
救
援
金
を
寄
与

円
応
教
本
部
で
開
催

新宗連
青年会

第

回
沖
縄
慰
霊
平
和
使
節
団
を
派
遣

各
地
で
真
心
か
ら
の
慰
霊
供
養

　
理
事
長
談
話
を
発
表

＜
２
面
＞
　
新
宗
連
青
年
会
「
第

回
沖
縄
慰
霊
平
和
使
節
団
」
詳
報
、
国

際
宗
教
研
究
所
「
苦
難
に
立
ち
向
か
い
、
弱
者
に
寄
り
添
う
宗
教
者
」
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

＜
４
面
＞
　
新
宗
連
「
結
成

周
年
記
念
事
業
総
括
式
典
」
式
辞
な
ど
要
旨

（
次
号
発
行
は
６
月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
去
る
３
月
９
日
に
円
応
教
本
部

に
て
新
宗
連
結
成

周
年
記
念
事

業
総
括
式
典
が
行
わ
れ
た
。
一
昨

年

月

日
の
記
念
式
典
は
コ
ロ

ナ
禍
中
で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
加

盟
教
団
に
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
画

面
上
で
世
界
平
和
祈
願
の
祈
り
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
捧

げ
た
。
今
回
の
式
典

は
、
人
数
限
定
は
あ

っ
た
が
、
よ
う
や
く

一
堂
に
会
し
て
共
に
平
和
祈
願
の

祈
り
を
捧
げ
た
こ
と
に
新
宗
連
の

原
点
を
感
じ
た
。

　
私
が
新
宗
連
活
動
で
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
８
・


式
典
」
で
の
教
団
別
礼
拝
で
あ

る
。
高
校
生
の
時
に
「
平
和
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
発
表
し
た
の
が
初
め

て
の
式
典
参
列
だ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
は
自
教
団
の
礼
拝
作
法
し
か
知

ら
な
か
っ
た
私
に
は
、
各
教
団
代

表
の
青
年
の
皆
様
が
、
心
を
込
め

て
そ
れ
ぞ
れ
の
礼
拝
様
式
で
戦
争

犠
牲
者
へ
の
慰
霊
と
世
界
平
和
を

祈
願
す
る
姿
に
感
動
し
た
の
と
作

法
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
新
宗
連
青
年
会
主
催

の
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

他
教
団
の
方
々
と
出
会
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
信
仰
活
動
な
ど
を
語
り
合

う
こ
と
で
、
よ
り
宗
教
へ
の
理
解

が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
新
宗
連
加
盟
教
団
の
方
々

と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
自
分
自

身
の
信
仰
観
を
広
く
深
く
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
も
す
べ
て
直
接

顔
を
見
て
話
す
か
ら
出
来
た
事
だ

っ
た
と
コ
ロ
ナ
禍
で
気
付
か
さ
れ

た
。
三
密
を
避
け
る
の
が
感
染
予

防
の
基
本
で
あ
っ
た
の
で
教
団
活

動
も
制
限
せ
ざ
る
を
得
ず
、
当
然

新
宗
連
活
動
も
制
限
さ
れ
た
。

　
今
回
、
総
括
式
典
で
私
が
再
確

認
で
き
た
の
は
、
祈
り
だ
っ
た
。

平
和
世
界
を
実
現
す
る
に
は
、
一

人
が
心
か
ら
平
和
を
念
じ
る
祈
り

を
続
け
る
こ
と
と
、
そ
し
て
平
和

を
念
じ
る
信
仰
者
が
一
堂
に
会
し

て
共
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
未
来

に
つ
な
ぐ
信
仰
の
力
と
光
で
は
な

い
か
。
光
は
神
仏
か
ら
授
か
る
だ

け
で
な
く
、
信
仰
者

か
ら
発
す
る
光
の
意

味
も
あ
る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
光

を
一
人
ひ
と
り
が
内
蔵
し
て
い
て

も
発
光
す
る
に
は
、
信
仰
と
い
う

バ
ッ
テ
リ
ー
が
欠
か
せ
な
い
と
思

う
。
次
世
代
に
信
仰
心
を
広
め
、

共
に
平
和
を
祈
る
心
と
場
を
継
承

し
て
い
き
た
い
と
『
３
月
９
日
』

を
歌
い
な
が
ら
心
に
決
意
し
た
。

今
年
こ
そ
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑

で
、
多
く
の
青
年
と
共
に
平
和
祈

願
の
祈
り
を
捧
げ
た
い
と
願
う
。

（
力
久
道
臣
・
善
隣
教
教
主
）

第１１４０号

２０２３年（令和５年）

３月２９日

　新宗連青年会が毎年
「終戦記念日」前夜に開

催している「戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典」
（．式典）の祈りに基づき、沖縄の日本復帰をは
さんだ（昭和）年から（同）年にかけて
「沖縄問題研究セミナー」を実施。翌（同）年

からは東南アジアを中心に「青年平和使節団」を派
遣してきた。（平成）年からは、今一度国内
における戦争犠牲者の慰霊供養について見つめ直す
機会として、地上戦が行われ万人以上の県民が犠
牲となった沖縄で慰霊プログラムを実施。近年は
「アジア青年平和使節団」と交互に派遣している。

「ひめゆりの塔」での慰霊供養（２月日）

石倉理事長が式辞でふれた『３月９日』を斉唱

３グループに分かれ、熱く語り合う（３月８日）

　
新
宗
連
は
３
月
８
日
午
後
２

時
か
ら
、
大
阪
市
の
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
、
「
第


回
教
団
人
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。
今
回
は
「
結
成

周

年
記
念
事
業
総
括
式
典
」
に
合

わ
せ
て
前
日
に
開
催
さ
れ
、
テ

ー
マ
は
「
私
に
と
っ
て
の
新
宗

連
と
は
～
未
来
へ
と
つ
な
い
で

い
く
も
の
は
何
か
」
。

　
新
宗
連
活
動
の
原
動
力
で
あ

る
出
会
い
、
ご
縁
、
そ
れ
ら
を

基
盤
と
し
た
対
話
、
交
流
、
研

鑽
、
結
束
を
再
確
認
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
新
宗
連
に
対
す
る
思
い

や
何
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く

か
に
つ
い
て
大
い
に
語
り
合

い
、
探
求
し
、
考
え
る
機
会
と

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

　
石
倉
寿
一
理
事
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
企
画
委
員
会
の
田
澤

清
喜
委
員
長
が
導
入
と
し
て
趣

旨
説
明
。
自
身
が
新
宗
連
で
各

教
団
の
先
達
か
ら
育
て
ら
れ
た

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
、
交
流
の
大
切
さ
を
語
り
、

「

周
年
以
降
、力
を
合
わ
せ
、

さ
ら
に
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
こ
の
中
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
新
宗
連
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
や
印
象
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
さ
ら
に
現
在
の

各
教
団
や
新
宗
連
の
課
題
、
次

世
代
へ
の
期
待
な
ど
、
多
様
な

話
題
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ

た
。

　
新
宗
連
は
２
月

日
午
後
１

時
半
か
ら
、
東
京
・
代
々
木
の

新
宗
連
会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
に
よ
る
「
第

期
第
３
回
理

事
会
」
を
開
催
し
た
。

　
理
事
会
の
冒
頭
、
「
祈
り
の

こ
と
ば
」
唱
和
と
黙
祷
で
は
、

先
達
へ
の
感
謝
と
世
界
平
和
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
り
亡
く
な
っ
た
人
々
の
御
霊

の
平
安
と
感
染
の
終
息
に
加

え
、
２
月
６
日
に
発
生
し
た
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
の
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
し
た
。
併

せ
て
、
昨
年

月

日
に
逝
去

し
た
新
宗
連
元
理
事
で
立
正
佼

成
会
元
理
事
長
の
酒
井
教
雄
氏

の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
報
告
事
項
で
は
前
回
理
事
会

（
昨
年

月
６
日
）
以
降
の
新

宗
連
本
部
、
委
員
会
・
機
関
、

新
宗
連
青
年
会
の
活
動
状
況
や

今
後
の
予
定
、
宗
教
界
の
動
向

な
ど
を
報
告
し
た
。そ
の
中
で
、

新
宗
連
結
成

周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
は
、
結
成

周
年
特

別
委
員
会
委
員
長
の
江
口
陽
一

常
務
理
事
が
座
談
会
、
巡
礼
団

等
の
各
事
業
実
施
完
了
の
御
礼

と
、
３
月
９
日
に
円
応
教
本
部

で
開
催
す
る
記
念
事
業
総
括
式

典
の
概
要
を
報
告
し
た
。

　
続
い
て
、
石
倉
理
事
長
が
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
に
対
す
る

「
国
際
救
援
金
」
の
寄
託
に
つ

い
て
緊
急
決
済
し
た
こ
と
を
報

告
。併
せ
て
勧
募
の
提
案
を
し
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
こ
の
後
、審
議
事
項
に
移
り
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
及
び

同
予
算
案
を
審
議
。
令
和
５
年

度
事
業
大
綱
に
基
づ
き
作
成
さ

れ
た
計
画
で
は
、
令
和
４
年
度

の
活
動
方
針
と
重
点
課
題
の
内

容
を
継
承
し
、
講
座
や
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
、
普
及
啓
発
活
動
、

青
少
年
育
成
の
活
動
な
ど
の
再

開
を
見
据
え
る
内
容
を
提
案
。

審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
承
認

し
た
。
ま
た
、
宗
教
法
人
審
議

会
委
員
の
再
任
（
継
続
）
と
、

定
時
評
議
員
会
の
開
催
及
び
議

題
に
つ
い
て
提
案
し
、
原
案
の

通
り
承
認
し
た
。

　
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合

（
旧
統
一
教
会
）
を
め
ぐ
る
諸

課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新

宗
連
の
対
応
を
検
討
す
る
特
別

委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
審
議
の
結

果
、
信
教
の
自
由
委
員
会
を
中

核
と
し
検
討
を
重
ね
て
い
く
方

針
を
承
認
し
た
。

　
新
宗
連
は
２
月
６
日
に
ト
ル

コ
南
部
シ
リ
ア
国
境
付
近
で
発

生
し
た
地
震
の
被
災
者
救
援
活

動
と
し
て
、
ト
ル
コ
で
医
療
活

動
支
援
を
開
始
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ム
ダ
、
菅
波
茂
代
表
、
本
部
＝

岡
山
市
）
に
、
新
宗
連
国
際
救

援
金
よ
り
３
０
０
万
円
を
２
月


日
に
寄
託
し
た
。
あ
わ
せ
て

加
盟
教
団
に
新
宗
連
国
際
救
援

金
へ
の
勧
募
を
開
始
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
よ
る
救
援

活
動
は
、　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

s://am
da.or.jp/

に
随
時
掲
載
。

　
２
月

日
に
は
、
石
倉
寿
一

理
事
長
が
「
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア

地
震
―
犠
牲
者
慰
霊
と
被
災
地

域
、
避
難
民
へ
の
御
見
舞
」
談

話
　（
２
面
に
全
文
）　
を
発
表

し
、
犠
牲
者
に
慰
霊
の
誠
を
捧

げ
、
被
災
地
で
悲
嘆
と
絶
望
に

直
面
し
て
い
る
人
々
に
連
帯
の

心
を
送
り
続
け
る
こ
と
を
表
明

し
た
。

　
新
宗
連
は
２
０
２
１
（
令
和

３
）
年

月

日
に
結
成

周

年
を
迎
え
、
令
和
３
、
４
年
度

の
２
年
間
に
わ
た
り
記
念
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
今
回
は
一

連
の
記
念
事
業
の
掉
尾
を
飾
る

式
典
と
し
て
挙
行
し
た
。

　
結
成

周
年
特
別
委
員
会
の

江
口
陽
一
委
員
長
（
新
宗
連
常

務
理
事
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
。

新
宗
連
の
歌
『
い
の
ち
輝
く
』

を
斉
唱
し
た
後
、
新
宗
連
の
発

展
に
尽
力
し
た
歴
代
理
事
長
を

は
じ
め
、
新
宗
連
結
成

周
年

以
降
に
逝
去
し
た
先
達
功
労
者


人
の
顔
写
真
を
上
映
し
て
慰

霊
顕
彰
し
、
参
列
し
た
加
盟
教

団
の
代
表
者
ら
が
献
花
と
祈
り

を
捧
げ
た
。

　
次
に
深
田
充
啓
名
誉
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
先
達
功
労

者
を
追
想
す
る
と
と
も
に
、
後

進
に
対
し
て
、
激
励
の
こ
と
ば

を
贈
っ
た
。
続
い
て
日
本
宗
教

連
盟
の
宍
野
史
生
理
事
長
と
国

際
宗
教
研
究
所
の
島
薗
進
理
事

長
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議

（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
の

戸
松
義
晴
理
事
長
の
３
氏
が
来

賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
小
憩
後
、

周
年
記
念
事
業

始
動
時
に
理
事
長
を
務
め
て
い

た
岡
田
光
央
顧
問
が
「
未
来
へ

の
期
待
」
と
題
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
る
と
と
も
に
、
弥
栄
を

祈
願
し
て
一
同
で
乾
杯
し
た
。

　

周
年
記
念
事
業
の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
映
像
が
放
映
さ
れ
た

後
、
新
宗
連
結
成

周
年
特
別

委
員
会
委
員
の
宮
本
泰
克
・
新

宗
連
青
年
会
委
員
長
と
岡
野
孝

行
・
新
宗
連
青
年
会
副
委
員
長

が
、

周
年
を
節
目
に
、
未
来

へ
の
継
承
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
、
４
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
再
定

義
（
解
説
文
の
更
新
）
に
つ
い

て
発
表
。
４
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
現
代
的
意
義
の
探
求
と
各
加

盟
教
団
や
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
新
宗
連
を
象
徴
す
る
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
こ
れ
か
ら
も
継
承
し

て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
こ
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し

て
石
倉
寿
一
理
事
長
が
式
辞
を

述
べ
た
。
石
倉
理
事
長
は
、
先

達
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
り

築
か
れ
た
地
盤
を
揺
る
ぎ
な
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
人

々
の
悩
み
苦
し
み
が
多
様
化
す

る
社
会
に
お
い
て
、
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
共
に

歩
む
姿
勢
を
持
っ
て
、
神
仏
と

の
出
遭
い
の
場
を
創
っ
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
そ
し
て
結
成

周
年
テ
ー
マ

「
今
、
そ
し
て
未
来
に
つ
な
ぐ

信
仰
の
力
と
光
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
か
ら
信
仰
を
継
承
す
る
若

者
た
ち
に
対
し
て
、
神
仏
の
存

在
を
感
じ
、
信
仰
を
糧
と
し
て

力
強
く
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
に
「
あ
ら
た
め
て
、
皆
様

と
手
を
取
り
合
い
、
使
命
と
目

標
に
向
か
っ
て
善
進
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
誓
い
し
ま

す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
こ
の

後
、
石
倉
理
事
長
が
式
辞
で
ふ

れ
た
歌
『
３
月
９
日
』
を
斉
唱

し
た
。

　
最
後
に
世
界
平
和
祈
願
並
び

に
東
日
本
大
震
災
、
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
の
地
震
災
害
は
じ
め
自

然
災
害
犠
牲
者
の
慰
霊
と
被
災

地
の
復
興
を
願
い
、
一
同
で
黙

祷
を
捧
げ
た
。

　
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟

（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克

委
員
長
）
は
２
月

日
か
ら


日
ま
で
、
「
第

回
沖
縄
慰
霊

平
和
使
節
団
」（『
栞
』参
照
）

を
派
遣
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
た
め
、
約
４
年
ぶ
り

の
沖
縄
慰
霊
平
和
使
節
団
派
遣

と
な
り
、
団
員
の
中
に
は
、
は

じ
め
て
沖
縄
を
訪
問
す
る
も

の
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
て
以
来


数
年
ぶ
り
と
い
う
参
加
者
も

お
り
、
あ
ら
た
め
て
沖
縄
戦
の

実
相
を
学
び
、
慰
霊
供
養
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。

　

日
午
後
は
那
覇
市
の
大


會
教
団
沖
縄
道
場
で
結
団
式
と

学
習
会
、
そ
の
後
、
那
覇
市
歴

史
博
物
館
を
視
察
し
た
。

　

日
午
前
は
糸
満
市
摩
文
仁

の
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
に
お

い
て
、「
沖
縄
全
戦
争
犠
牲
者

慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
」

を
執
り
行
い
、
昼
食
を
は
さ
ん

で
、
午
後
は
市
内
の
「
ひ
め
ゆ

り
平
和
祈
念
資
料
館
」
と
「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」、「
白
梅
之
塔
」、

最
後
に
、
那
覇
市
の
対
馬
丸
記

念
館
、　「
小
桜
の
塔
」を
め
ぐ
り
、

慰
霊
供
養
と
研
修
を
行
っ
た
。

　
最
終
日
の

日
午
前
、
南
城

市
の
糸
数
ア
ブ

チ
ラ
ガ
マ
を
訪

れ
、
立
正
佼
成

会
沖
縄
教
会
会

員
の
解
説
と
案

内
で
、
視
察
。

こ
の
後
、
慰
霊

供
養
を
行
っ

た
。

　
続
い
て
行
わ

れ
た
解
団
式
で

は
、
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切

さ
と
と
も
に
、

戦
後
沖
縄
の
課
題
や
世
界
情
勢

に
も
触
れ
、
宗
教
青
年
へ
の
期

待
が
語
ら
れ
た
。
（
２
面
に
詳

報
）

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
は
３
月
９
日
午
後
２
時
か

ら
、
兵
庫
県
丹
波
市
の
円
応
教
本
部
・
五
法
閣
９
階
ホ
ー
ル
で
「
結
成

周
年
記
念
事
業

総
括
式
典
」
を
開
催
し
た
。
式
典
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
、
会

場
で
の
参
列
者
以
外
に
も
、
加
盟
教
団
代
表
者
の
ほ
か
、
委
員
会
・
機
関
、
総
支
部
協
議

会
、
青
年
会
役
職
者
等
が
視
聴
を
通
じ
て
参
列
し
た
。
（
４
面
に
式
辞
な
ど
要
旨
）




